
地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を語るストーリーを「日本遺産（Japan Heritage）」に認定するとともに、ス
トーリーを語る上で不可欠な魅力ある有形・無形の文化財群を地域が主体となって総合的に整備・活用し、国内外に戦略的に発信す
ることにより、地域の活性化・観光振興を図る。2020年までに100件程度の「日本遺産」の認定を行うことが政府方針となっている。

概 要

ポ イ ン ト

○文化財群のパッケージとして、「地域型」と「ネットワーク
（シリアル）型」の２タイプを想定

○認定地域に対し、日本遺産に関する情報発信等に係る
支援策を用意するほか、ハード面の事業をメニュー化

○民間企業等と連携した日本遺産ブランドの発信

○観光庁をはじめ関係省庁と 連携・協力し、省庁横断
的に支援。

個々の遺産ごとに、いわば「点」として指定

従来型の文化財行政

国宝・重要文化財

史跡・名勝

無形文化財
民俗文化財

寺社・
仏閣

城郭

遺跡 伝統
芸能

甲冑

⇒地域の魅力が十分に伝わらない

日が沈む聖地出雲
～神が創り出した地の夕日を巡る～

①情報発信、人材育成事業

④公開活用のための整備

・観光ガイドやボランティア解説員
の育成
・多言語ＨＰの作成

・ストーリーの理解に有効なガイダンス
機能の強化
・周辺環境等整備（トイレ・ベンチ、説明
板の設置等）

事 業 内 容

②普及啓発事業

・ワークショップ、シンポジウムの開催
・日本遺産ＰＲイベント（国内外）の開催

日本遺産プロモーション事業【拡充】

日本遺産魅力発信推進事業
（29年度予算額 １,３５０百万円）
30年度予算額 １,３３６百万円

③調査研究

・旅行者（訪問予定者）の嗜好性
調査等

・地域のニーズにあった専門家の派遣（日本遺産プロデュー
サー派遣事業）の拡充による地域活性化の支援

・メディアや民間企業を巻き込んだ日本遺産全体のＰＲイベン
トの開催等による認知度の向上、先進事例の共有

日本遺産（Japan Heritage)

ストーリー

文化庁
による認定

外部
有識者
の意見

地域に点在する様々な遺産を「面」として活用・発信

寺社・
仏閣

城郭

遺跡伝統
芸能

甲冑

⇒パッケージ化した文化財群を一体的にPRし、
地域のブランド化・アイデンティティの再確認を促進。

私たちの町には、
こんなストーリーが
あるのよ

一輪の綿花から始まる倉敷物語
～和と洋が織りなす繊維のまち～

日本遺産魅力発信推進事業

【平成２７年度】
１８件認定／８３件申請

（計１８件）

【平成２８年度】
１９件認定／６７件申請

（計３７件）

【平成２９年度】
１７件認定／７９件申請

（計５４件）

認
定
状
況

【平成３０年度】
１３件認定／７６件申請

（計６７件）



認定地域が抱えている課題ごとの専門家を各地域に派遣し、各地域に応じた指導・助言を行うとともに、優良事例の情報収集及び全地域
との共有を行うことで、各地域の効果的な取組を図る。また、国内外に対する日本遺産の認知度向上や各地域における取組の更なる向上を
図るため、マスメディアや旅行会社等の民間企業と連携したイベントの開催やwebを活用した情報発信及び情報分析を行う。これらの取組
を通じて、日本遺産を活用した持続可能な取組を全地域で確立させる。

概 要

日本遺産ブランド推進事業

日本遺産プロモーション事業
（29年度予算額 ５７百万円）
30年度予算額 １２０百万円

国内イベントの出展等

Webを活用した情報発信及び情報分析

アドバイザー派遣事業

企業間連携事業

文化庁

認定地域への優れた提案を持っている企業を
集め、事例発表とディスカッションを行い、そこで
生まれたアイデアを認定地域に提供することで、
より効果的な取り組みが可能になる。

・認定地域の取り組み内容の向上
・各地域の取組内容の把握
・優良事例の収集

専門家の派遣
指導・助言等

取組状況の把握
優良事例の収集

認定地域が抱えている個別の課題や
ニーズに対して、課題ごとの専門家を
派遣し指導・助言を行う

旅行会社
事例報告
＆

ディス
カッション

国内外から多数の参加者が
見込まれるイベントへ出展し、
日本遺産をPRすることで、
国内外における日本遺産の
認知度を高める

【出展想定イベント】
◆ツーリズムEXPOジャパン
（主に旅行業界向けイベント）

日本遺産に関する情報を提供する為に構築した「日本遺
産ポータルサイト」を基盤として、各認定地域認定が行う
イベント情報等を発信する。また、日本遺産に関心を持つ
可能性のあるターゲット層（潜在的ニーズ）の把握に関す
るWebツールを用いたデジタルマーケティングを実施する。

日本遺産ポータルサイト（左）による情報発信（右）

認定
地域 認定

地域

認定
地域 認定

地域

マスコミ等と連携した情報発信事業

平成29年度認定書交付式

マスコミ等のメディアと連携して、日
本遺産新規認定に係る認定書交付式
を開催することで日本遺産認知度の
向上を図る。

広告代理店

企画・製作会社

関係事業者
ネットワーク

認定
地域

アイデアを
認定地域に
提供

ツーリズムEXPOジャパン
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１．日本遺産フォローアップ委員会の開催趣旨 
 

文化庁では，平成２７年度より地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を語る

ストーリーを「日本遺産（Japan Heritage）」に認定するとともに，ストーリーを語る上で不

可欠な魅力ある有形・無形の文化財群を地域が主体となって総合的に整備・活用し，国内外に

戦略的に発信することにより，地域の活性化を図っています。 

日本遺産のストーリーを認定された地域（以下「認定地域」という。）が主体となって日本遺

産を活用した地域活性化の取組を行うことができるよう，認定後に行う情報発信，人材育成，

普及啓発，公開活用のための整備等の事業に対して認定後３年間を目途として財政支援を行う

とともに，各認定地域が抱える個別の課題に対して指導・助言を行う日本遺産プロデューサー

の派遣等の取組を行っており，各認定地域ではそれぞれの実情に応じた地域活性化のための方

策が図られています。一方，各認定地域の取組には温度差もあり，取組の評価を行い，その評

価に基づき改善を図ることによって，メリハリをつけた事業を促進する等，各認定地域が地域

活性化を行っていく事業イメージと改善プロセスの共有化を図る必要があります。 

このような背景を踏まえ，文化庁では，ＰＤＣＡサイクルによる事業の促進や認定地域が行

うモデル事業の議論を行うべく，外部有識者からなる「日本遺産フォローアップ委員会」（以下

「委員会」という。）を立ち上げ（平成２９年１０月１１日文化庁長官決定），以下の（１）～

（３）を審議事項として，各認定地域の取組の評価を行うこととしました。 

（１）認定地域における既実施又は実施予定事業に関すること 

（２）認定地域が定める目標及びその達成状況に関すること 

（３）その他，PDCA サイクルに基づく事業の促進を図るために必要な事項 

 文化庁としては，委員会の審議結果を各認定地域に示すことで，認定地域が自らの課題を認

識するとともに，事業の見直しを行うことで，今後より一層の日本遺産を活用した地域活性化

が図られることを期待しています。 
 
  



 
 

２．平成２９年度における委員会の評価方法 
 
平成２９年度においては，以下のとおり委員会において審議を実施しました。 
（１）評価項目の整理 

全認定地域が策定する，日本遺産を活用した地域活性化に向けた６年間の事業計画（以下「地

域活性化計画」という。）における記載事項に照らし，その記載事項を計画通りに行うために求

められる観点を，委員会における７つの評価観点の領域（評価項目）として整理しました。合わ

せて，各評価項目において具体的にどのような取組を行うべきか、取り組むべき内容を整理しま

した（図表１）。 
 
（２）認定地域が行う取組の整理 

（１）で整理した取り組むべき内容について，日本遺産プロデューサーの意見を参考に， 
７の領域ごとに，認定後１年目・２年目・３年目にどのようなことを段階的に行っていくべき

かを「３年間の取組モデル」として整理しました（図表２）。その際，認定前に実施しておくこ

とが望ましい事業・必須で行うべき事業・実施が推奨される事業を分類して，取り組むべき内

容の軽重を示しています。 
「３年間の取組モデル」については，定期的に実施した事業の検証を行い，その結果を踏ま

え，全体的な方針（基本戦略等）の見直しを行うなど，常に事業の検証及び改善を行っていく

ことが必要と考えています。なお，このモデルは，あくまで標準的な考え方を示したものであ

り，各認定地域の実情に応じた個々の事業の実施の時期や順序等が異なることを否定するもの

ではありません。 
 
（３）各認定地域において改善すべき事項及び優良な取組事例の整理 

各認定地域における日本遺産を活用した地域活性化に向けた事業の取組状況について，各認

定地域に関する以下の資料及び各認定地域を訪問し，指導・助言を行っている日本遺産プロデ

ューサーからの意見を踏まえ，確認しました。 
・日本遺産魅力発信推進事業実績・予定 
・日本遺産魅力発信推進事業以外の事業実績・予定 
・協議会構成メンバー 
・地域活性化計画指標 
これらにより確認した各認定地域の取組状況と「３年間の取組モデル」に照らして，取り組

むべき内容が十分に行われていない認定地域が参考とすべき「改善すべき事項」を整理しまし

た（図表３）。「改善すべき事項」は定型的な表現でまとめましたが，個別具体的な表現を用い

た方が改善すべき内容がより良く伝わると考えられる場合については，個別の改善すべき事項

を整理しました。（「３．平成２９年度における委員会の審議結果」の「個別指摘」にて記載） 
 また，各認定地域における取組状況の確認により，各認定地域の取組の中で，特筆すべきも

のについては，「優良な取組」として整理しました。 
 
 



 
 

以上の整理により，認定地域ごとに「改善すべき事項」及び「優良な取組」をまとめ，これ

をもって平成２９年度における各認定地域の取組評価としました。 
各認定地域においては，この評価方法を参考にして，各地域の実情に応じた産業振興・観光

振興を図る等，創意工夫をもった改善を図っていくことが必要です。 
なお，この評価は各認定地域の置かれた状況等を十分踏まえて行ったものであり，認定地域

間の優劣を付けたり，ランキングを付けるものでないことは言うまでもありません。 
また，この評価は，今後，地域が活性化するために必要となる取組の状況を評価しています

が，各認定地域が策定する地域活性化計画の施策効果を把握するための地域活性化計画指標

は，６年間の中期的な事業計画に基づくものであるため，この評価と現時点での地域活性化計

画指標の結果とは必ずしも内容が一致しません。 
  



 
 

（図表１） 
 
 
 

 

  

日本遺産認定申請書と評価の関係について 



 
 

 
（図表２） 
 
 

 
 
  

■必須で行うべき事業 □実施が推奨される事業 ★認定前に実施しておくことが望ましい事業 

３年間の取組モデル 



 
 

（図表３） 
１ 
組
織
整
備 

１－Ａ【リーダーシップの発揮】 
迅速で大胆な意思決定ができるよう，協議会に事業を進めるリーダーをおく必要が
ある。また，リーダーがリーダーシップを発揮できる環境を構築する必要がある。 
１－Ｂ【ボトムアップの仕組み】 
民間主導で事業を動かすため，民間も参加したワーキンググループや部会を組織
し，ボトムアップの仕組みを構築する必要がある。 
１－Ｃ【地域間連携】 
自治体内での他の事業（及び認定地域間）との連携による取り組みを行う体制を構
築する必要がある。また，連携会議等，情報や課題を共有の仕組みを構築する必要
がある。 

２
戦
略
立
案 

２－Ａ【地域コンセプト】 
地域の魅力を伝える明確な地域コンセプトを設定するとともに，ターゲットとする
顧客の絞り込みを行う必要がある。 
２－Ｂ【長期的戦略】 
まちづくり計画や地域振興計画，観光振興計画のなかに日本遺産を位置づけ，長期
的戦略を策定する必要がある。 
２－Ｃ【マーケティング調査】 
ターゲットとする顧客や地域の魅力の源泉を把握するため，マーケティング調査を
実施する必要がある。 

３
人
材
育
成 

３－Ａ【地域プロデューサー】 
民間による活動を活性化するため，地域プレイヤーを束ね，プロジェクトを主体的
に実行する地域プロデューサーを巻き込む必要がある。また，協議会が地域プロデ
ューサーを組織化する必要がある。 

３－Ｂ【地域民間プレイヤー】 
ボトムアップの取り組みを行うため，日本遺産事業に主体的に取り組む地域の団体
や個人からなる地域プレイヤー（ガイド含む）を掘り起こす必要がある。 

４
整
備 

４－Ａ【ストーリーを伝える仕組み】 
訪問者がストーリーを深く理解できるようにするため，説明板・案内板，日本遺産
センター（コーナー）等を整備する必要がある。 
４－Ｂ【サブストーリーの広がり】 
ストーリーを深掘りし，個別の具体的なストーリー（サブストーリー）を抽出する
必要がある。また，メインのストーリーもみがきあげる必要がある。 
４－Ｃ【構成文化財の継承】 
⺠間の協⼒の下，官⺠㇐体となって日本遺産を体感するための構成文化財を後世に
引き継ぐための取り組みを進める必要がある。 

５
観
光
事
業
化 

５－Ａ【ストーリー体験】 
ストーリーを中心に据えたモデルルート作成，体験プログラム提供等，ストーリー
を説得力ある形で体験できる仕掛けを構築する必要がある。 

５－Ｂ【観光インフラ】 
宿泊，食事，交通等，立体的な観光体験を提供するためのインフラ上の課題を民間
と共有し，解決への取り組みを積極的に行う必要がある。 

６
普
及
啓
発 

６－Ａ【学校を通じた普及活動】 
地域の歴史・文化を理解するため，体験学習により日本遺産に触れる機会を提供す
る等，小・中学校，高校，大学で日本遺産に関連する取り組みを行う必要がある。 
６－Ｂ【地域での高い認知度】 
地域での日本遺産の認知，関心を高めるため，民間の知恵を募集する等，地域を巻
き込む仕組みを構築する必要がある。 

７
情
報
発
信 

７－Ａ【継続的な情報発信体制】 
情報を更新する手順を決め，継続的に情報発信をする仕組みを構築する必要がある。

７－Ｂ【顧客とのエンゲージメント】 
SNS 等の運営体制が整え，顧客との継続的・双方向の関係（エンゲージメント）を
獲得，維持できる情報発信を行う必要がある。 



 
 

３．平成２９年度における委員会の審議結果 
 ２．による評価結果については以下のとおりです。 

なお，改善点の記号は（図表３）の記号と対応しています。また，個別具体的な表現を用い

た方が改善すべき内容がより良く伝わると考えられる改善点は，表外に記載しました。 
 

（１）各認定地域において改善すべき事項 
No 認定地域 改善点 
平成２７年度認定地域 
１ 
 

近世日本の教育遺産群～学ぶ心・礼節の本源～ １－Ｂ 
２－Ｂ 
３－Ｂ 

２ かかあ天下～ぐんまの絹物語～ ２－Ｂ 
５－Ｂ 

３ 加賀前田家ゆかりの町民文化が花咲くまち高岡～人，技，心～ なし 
４ 灯（あか）り舞う半島 能登～熱狂のキリコ祭り～ １－Ｂ 

３－Ｂ 
７－Ａ 

５ 海と都をつなぐ若狭の往来文化遺産群～御食国（みけつくに）若狭と

鯖街道～ 
１－Ｂ 

６ 「信長公のおもてなし」が息づく戦国城下町・岐阜 なし 
７ 祈る皇女斎王のみやこ 斎宮 ２－Ｂ 

３－Ａ 
５－Ｂ 

８ 琵琶湖とその水辺景観～祈りと暮らしの水遺産 １－Ｂ 
９ 日本茶 800 年の歴史散歩 １－Ｂ 
10 丹波篠山 デカンショ節～民謡に乗せて歌い継ぐふるさとの記憶～ ７－Ａ 
11 日本国創成のとき～飛鳥を翔（かけ）た女性たち～ ７－Ａ 
12 六根清浄と六感治癒の地～日本一危ない国宝鑑賞と世界屈指のラドン

泉～ 
なし 

13 津和野今昔～百景図を歩く～ なし 
14 尾道水道が紡いだ中世からの箱庭的都市 なし 
15 「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～ なし 
16 古代日本の「西の都」～東アジアとの交流拠点～ １－Ｂ 

５－Ａ 
７－Ａ 

17 国境の島 壱岐・対馬・五島～古代からの架け橋～ １－Ａ 
３－Ａ 

18 相良 700 年が生んだ保守と進取の文化～日本でもっとも豊かな隠れ

里～人吉球磨～ 
１－Ｃ 



 
 

 

平成２８年度認定地域 

１ 
 

政宗が育んだ”伊達”な文化 １－Ｂ 
２－Ａ 
７－Ａ 

２ 自然と信仰が息づく『生まれかわりの旅』～樹齢 300 年を超える杉並

木につつまれた 2,446 段の石段から始まる出羽三山～ 
１－Ａ 
２－Ｂ 
３－Ｂ 

３ 会津の三十三観音めぐり～巡礼を通して観た往時の会津の文化～ ３－Ａ 
４ 未来を拓いた「一本の水路」～大久保利通”最期の夢”と開拓者の軌

跡 郡山・猪苗代～ 
２－Ｂ 
３－Ｂ 

５ 北総四都市江戸紀行〜江戸を感じる北総の町並み～ １－Ａ 
１－Ｃ 
３－Ａ 

６ 江戸庶民の信仰と行楽の地～巨大な木太刀を担いで「大山詣り」～ ４－Ａ 
７ 「いざ鎌倉」～歴史と文化が描くモザイク画のまち～ １－Ｂ 

３－Ｂ 
８ 「なんだ，コレは！」 信濃川流域の火焔型土器と雪国の文化 １－Ｂ 

１－Ｃ 
２－Ｂ 

９ 『珠玉と歩む物語』小松 ～時の流れの中で磨き上げた石の文化～ なし 
10 木曽路はすべて山の中～山を守り 山に生きる～ １－Ｂ 

４－Ａ 
11 飛騨匠の技・こころ～木とともに，今に引き継ぐ 1300 年～ １－Ｂ 

７－Ａ 
12 『古事記』の冒頭を飾る「国生みの島・淡路」～古代国家を支えた海

人の営み～ 
なし 

13 森に育まれ，森を育んだ人々の暮らしとこころ～美林連なる造林発祥

の地“吉野”～ 
１－Ｂ 
２－Ｃ 
５－Ｂ 

14 鯨とともに生きる なし 
15 地蔵信仰が育んだ日本最大の大山牛馬市 なし 

16 出雲國たたら風土記～鉄づくり千年が生んだ物語～ 個別指摘① 
17 鎮守府 横須賀・呉・佐世保・舞鶴～日本近代化の躍動を体感できるま

ち～ 
なし 

18 ”日本最大の海賊”の本拠地：芸予諸島 ３－Ａ 

19 日本磁器のふるさと 肥前 ～百花騒乱のやきもの散歩～ なし 



 
 

（注）４－Ｂ，４－Ｃ，６－Ａ，６－Ｂ，７－Ｂについては該当認定地域なし。 
 
 
（個別指摘①） 
＜２－Ｂ【長期的戦略】に関する改善事項＞ 

担当幹事市町が毎年持ち回りのため，本年度はうまくいっているが，来年度以降が状態を維

持できる組織体制になっていない。 
 
（個別指摘②） 
＜３－Ｂ【地域民間プレイヤー】に関する改善事項＞ 

顧客目線の事業を実施するための観光の受け皿となる地域プレイヤーの育成が必要である。 
 
  

平成２９年度認定地域 

１ 江差の五月は江戸にもない ―ニシン繁栄が息づく町― ２－Ｂ 
２ 荒波を超えた男たちの夢が紡いだ異空間 〜北前船寄港地・船主集落

〜 
１－Ｃ 
３－Ｂ 

３ サムライゆかりのシルク 日本近代化の原風景に出会うまち鶴岡へ １－Ａ 
３－Ａ 

４ 和装文化の足元を支え続ける足袋蔵のまち行田 ２－Ｂ 
個別指摘② 

５ 忍びの里 伊賀・甲賀―リアル忍者を求めて― ２－Ｂ 
６ 300 年を紡ぐ絹が織り成す丹後ちりめん回廊 ２－Ｂ 

２－Ｃ 
７ 1400 年に渡る悠久の歴史を伝える「最古の国道」〜竹内街道・横大路

（大道）〜 
１－Ａ 
１－Ｂ 
２－Ａ 

８ 播但貫く，銀の馬車道 鉱石の道 ２－Ａ 
９ 絶景の宝庫 和歌の浦 ３－Ａ 
10 「最初の一滴」醤油醸造の発祥の地 紀州湯浅 １－Ａ 
11 日が沈む聖地出雲 〜神が創り出した地の夕日を巡る〜 ２－Ｂ 
12 一輪の綿花から始まる倉敷物語 〜和と洋が織りなす繊維のまち〜 なし 
13 きっと恋する六古窯 ―日本生まれ日本育ちのやきもの産地― ３－Ｂ 
14 森林鉄道から日本一のゆずロードへ ―ゆずが香り彩る南国土佐・中

芸地域の景観と食文化― 
２－Ａ 
２－Ｂ 

15 関門“ノスタルジック”海峡 〜時の停車場，近代化の記憶〜 なし 
16 米作り，二千年にわたる大地の記憶 〜菊池川流域「今昔『水稲』物

語」〜 
２－Ｂ 

17 やばけい遊覧〜大地に描いた山水絵巻の道をゆく なし 



 
 

（２）優良な取組 
 ※各項目【  】は（図表３）の記号と対応しており，各項目に係る改善モデル事例 
 
○加賀前田家ゆかりの町民文化が花咲くまち高岡～人，技，心～ 
【（１－Ａ）リーダーシップの発揮】 
 官民合同で組織される委員会と日本遺産協議会が連携し，さらに民間のプロデューサーがけ

ん引する体制となっており，民間を巻き込んだリーダーシップが発揮されている。 
 
○海と都をつなぐ若狭の往来文化遺産群～御食国（みけつくに）若狭と鯖街道～ 
【（２－Ａ）地域コンセプト】 
 御食国若狭という昔の価値を，現代に感じる魅力として「御食国アカデミー」へと転換でき

ており，活性化の方向性が明確である。 
【（２－Ｂ）長期的戦略】 

ターゲットである京都との関係づくりや，養殖鯖という産品の振興，それを飲食店と連携し

た展開等，中長期戦略がしっかりと練られている。 
 
○日本茶 800 年の歴史散歩 
【（２－Ｃ）マーケティング調査】 

調査に基づき，昔からある茶を食後のエスプレッソがわりとして提案する，今に合わせた提

案力が評価される。また京都市からの誘客とそれに向けた受け皿整備等，顧客の動線に合わせ

た整備がされている。 
 
○津和野今昔～百景図を歩く～ 
【（４－Ａ）ストーリーを伝える仕組み】 

日本遺産センターが，単なる情報発信の場所にとどまらず，コンシェルジュの育成機能を果

たしている。また，民間運営まで見越した計画運営がなされている。 
【（５－Ａ）ストーリー体験】 

コースは，百景図を歩くストーリーと連動しており，さらにそれが四季折々で楽しめるとい

う提案にまで落とし込めている。また，優秀なガイドの案内によってさらに旅を深掘りできる

体制ができている。 
 
○「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～ 
【（１－Ｂ）長期的戦略】 

協議会の下に，官民参加した４つのワーキンググループが組織され活動しており，ボトムア

ップ体制が機能している。 
 
○相良 700 年が生んだ保守と進取の文化～日本でもっとも豊かな隠れ里～人吉球磨～ 
【（６－Ａ）学校を通じた普及活動】 

生徒対象の教育にとどまらず，教師が日本遺産を学ぶ研修システムが整っているとともに地元

の高校が地域学の授業を設ける等，積極的な学校を通じた啓蒙活動を行っている。 



 
 

○会津の三十三観音めぐり～巡礼を通して観た往時の会津の文化～ 
【（２－Ａ）地域コンセプト】 

観光地としてすでに多様なコンテンツがあるが，総花的になることなくターゲットを絞り込

み，ターゲット設定に基づいて計画が立てられている。 
【（６－Ｂ）地域での高い認知度】 

１７市町村と広域であるにも関わらず，情報提供のポイントとなる全ての道の駅を情報拠点

化して，住民や観光客向けに優れた普及啓発を行っている。 
 
○江戸庶民の信仰と行楽の地～巨大な木太刀を担いで「大山詣り」～ 
【（６－Ａ）学校を通じた普及活動】 

小学校で使用する郷土学習教材に日本遺産を掲載し，すべての学校において必ず学ぶよう普

及啓発が実施されている。 
【（６－Ｂ）地域での高い認知度】 

伊勢原の魅力を発信する個人や団体を認定するシティプロモーション公認サポーターが日本

遺産認定を記念したイベントを開催する等，民間が日本遺産の認知向上のための自発的な取り

組みを行っている。 
 
○『珠玉と歩む物語』小松 ～時の流れの中で磨き上げた石の文化～ 
【（１－Ｂ）ボトムアップの仕組み】 

地元の 300 を超える企業・団体と，日本遺産を応援するネットワークを築き，地元からのボ

トムアップ体制を充実させている。 
【（２－Ｂ）長期的戦略】 

観光行政の 10 年プランの中で日本遺産を位置づけ，全体として長期的視野と多角的視野で，

小松市の観光資源である「石の文化」を未来につなげようとしている。 
 
○『古事記』の冒頭を飾る「国生みの島・淡路」～古代国家を支えた海人の営み～ 
【（３－Ａ）地域プロデューサー】 

優秀な地域プロデューサーを外部から招き入れ，時間をかけて丁寧に地元へのワークショッ

プを開催しながら，次世代のプロデューサーが育成されている。 
【（６－Ｂ）地域での高い認知度】 

日本遺産のワークショップをエリアごとに行い，その様子を島全戸に配布する情報誌を年３

回刊行。ワークショップで日本遺産を啓蒙し，情報発信までを行う循環の中で，地域を巻き込

み人材を育成する仕組みができている。 
 
○鯨とともに生きる 
【（２－Ｂ）長期的戦略】 

「海の日本遺産，山の世界遺産」という和歌山県としての観光ビジョンのもと，4 年目以降

の財源確保する方針があり，自走に向けたビジョンが明確である。 
 
 



 
 

○地蔵信仰が育んだ日本最大の大山牛馬市 
【（４－Ａ）ストーリーを伝える仕組み】 

民間企業との協業で設立されたインフォメーションセンターとの協力体制によって日本遺産

センターが運営され，さらに，カフェの併設により，一般の人や初めての人が情報を受け取り

やすい環境がある。 
 
○鎮守府 横須賀・呉・佐世保・舞鶴～日本近代化の躍動を体感できるまち～ 
【（３－Ｂ）地域民間プレイヤー】 

民間プレイヤーを巻き込んでの活動が各地域で行われ，ガイド育成についてもシリアル各地

域が連携して共通規格で取り組んでいる。 
 
○日本磁器のふるさと 肥前 ～百花騒乱のやきもの散歩～ 
【（２－Ａ）地域コンセプト】 

ターゲットを絞り込み，しっかりとした地域コンセプトを構築しており，それらが情報発信

の細部にまで徹底されている。 
【（３－Ｂ）地域民間プレイヤー】 

地域プレイヤーに向けた商品開発ワークショップ等の実施を通じて，プレイヤー育成を行

い，体験型プログラムの醸成に取り組んでいる。 
 
○絶景の宝庫 和歌の浦 
【（６－Ａ）学校を通じた普及活動】 

地元生徒たちによる地域の魅力発見と取材コンテンツの作成を行うことで，地域への愛着を

高めることができている。 
 
○「最初の一滴」醤油醸造の発祥の地 紀州湯浅 
【（２－Ａ）地域コンセプト】 

地域の現状を踏まえ，ターゲットや連携地域，事業者とその協業を含めた構想が明確であ

る。 
 
○一輪の綿花から始まる倉敷物語 〜和と洋が織りなす繊維のまち〜 
【（１－Ａ）リーダーシップの発揮】 

市長がリーダーシップをとって，日本遺産を既存の観光行政に組み込めている。 
【（２－Ｂ）長期的戦略】 

地元からの日本遺産事業の提案もすでになされており，4 年後以降の自走プランも掲げられ

始める等，長期的な視野のある取り組みが行われている。 
 
○きっと恋する六古窯 ―日本生まれ日本育ちのやきもの産地― 
【（１－Ａ）リーダーシップの発揮】 

民間からリーダーを選定し，シリアル型の各地域がひとつの方向性を共有しながら，一体的

に協議会運営ができている。 



 
 

 
○森林鉄道から日本一のゆずロードへ ―ゆずが香り彩る南国土佐・中芸地域の景観と食文化

― 
【（１－Ｂ）ボトムアップの仕組み】 

ワーキンググループを組織し，地域からの要望をしっかりと吸い上げながら活動ができてい

る。大学との連携も積極的に行っている。 
 
○関門“ノスタルジック”海峡 〜時の停車場，近代化の記憶〜 
【（１－Ｂ）ボトムアップの仕組み】 

協議会に大学教授，若者を加える等，ボトムアップの取り組みが進んでいる。 
 
○やばけい遊覧〜大地に描いた山水絵巻の道をゆく 
【（７－Ａ）継続的な情報発信体制】 

地元の民間事業者による動画作成や写真等，魅力的なコンテンツをつくる人たちとの連携が

よく取れている。 
 
  



 
 

４．平成２９年度日本遺産フォローアップ委員会の審議経過 
※資料の一部は，「日本遺産フォローアップ委員会の運営について」（平成２９年１０月 

１６日（月）日本遺産フォローアップ委員会決定）１．（１）に基づき，非公開 
 

○第１回委員会 

 １．日 時 平成２９年１０月１６日（月）１０:００～１２:００ 
２．場 所 文化庁第２会議室 
３．議 題（１）日本遺産フォローアップ委員会の運営について 

      （２）日本遺産認定地域の取組状況について 
      （３）日本遺産認定地域が取組むべき事業について 
           （４）その他 

４．配布資料等 
資料１  日本遺産フォローアップ委員会委員名簿 
資料２ 日本遺産フォローアップ委員会の運営について（案） 
資料３ 「日本遺産」による地域の活性化・観光振興の推進に向けた改善の方向性 
資料４ 日本遺産魅力発信推進事業実績・予定 
資料５ 協議会構成メンバー 
資料６ 地域活性化計画指標 
資料７ 日本遺産認定地域 ４つのモデル 

参考資料１ 日本遺産フォローアップ委員会の開催について 
       
 
○第２回委員会 

 １．日 時 平成２９年１２月２１日（木）１０:００～１２:００ 
２．場 所 文化庁特別会議室 
３．議 題（１）日本遺産認定地域が取組むべき事業について 

      （２）日本遺産認定地域への改善通知について 
      （３）その他 

４．配布資料等 
資料１ 日本遺産認定申請書と評価の関係について 
資料２  ３年間の取り組みモデル 
資料３ 認定地域別改善点 

参考資料１  日本遺産フォローアップ委員会委員名簿 
参考資料２ 日本遺産フォローアップ委員会の開催について 
参考資料３ 日本遺産フォローアップ委員会の運営について 
参考資料４ 日本遺産魅力発信推進事業実績・予定 
参考資料５ 日本遺産魅力発信推進事業以外の事業実績・予定 
参考資料６ 協議会構成メンバー 
参考資料７ 地域活性化計画指標 
 

※資料３は図表３及び３．平成２９年度における委員会の審議結果をもって代える 



 
 

５．日本遺産フォローアップ委員会委員名簿 
 

（敬称略，五十音順，平成 29年 12 月現在） 

（○：委員長） 

 

 

受田 浩之   高知大学副学長，地域連携推進センター長 

地域協働学部地域協働学科教授 

 

金野 幸雄   一般社団法人ノオト代表理事 

 

下村 彰男    東京大学大学院教授 

 

○丁野 朗       東洋大学国際観光学部客員教授 

 

デービッド・アトキンソン  小西美術工藝社代表取締役社長 

 

中尾 謙吉   一般社団法人日本旅行業協会国内・訪日旅行推進部 部長 

 

矢ヶ崎 紀子  東洋大学国際観光学部准教授 

  



 
 

６．日本遺産プロデューサー一覧 
 

（敬称略，五十音順，平成 30年 2月現在） 

 

 

生駒 芳子    一般社団法人フュートゥラディションワオ代表理事    

 

小川 和     本田屋本店有限会社プロデューサー 
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日本遺産魅力発信推進事業実績・予定



日
本
遺
産
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
制
作
事
業

4
,9

0
3
,2

0
0
日
本
遺
産
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
多
言
語
化
事
業

1
,8

1
8
,7

2
0

日
本
遺
産
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行
事
業

2
,9

4
7
,6

0
0
日
本
遺
産
紹
介
写
真
撮
影
事
業

5
4
0
,0

0
0

日
本
遺
産
マ
ッ
プ
の
作
成
事
業

9
8
5
,0

0
0
公
共
交
通
車
両
ラ
ッ
ピ
ン
グ
情
報
発
信
事
業

2
,3

9
3
,2

8
0

日
本
遺
産
英
語
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
事
業

3
,1

4
1
,1

0
4
B
S
-T
B
S
マ
ス
タ
ー
映
像
制
作
及
び
番
組
放
送

4
,8

6
0
,0

0
0

日
本
遺
産
紹
介
ム
ー
ビ
ー
の
作
成

6
,3

9
8
,5

6
8

雑
誌
「
一
個
人
」
で
の
記
事
掲
載

5
,0

0
0
,0

0
0

イ
ン
タ
ー
テ
イ
ク
に
よ
る
映
像
制
作
及
び
番
組
放
映

2
,1

6
0
,0

0
0

小
計

2
5
,5

3
5
,4

7
2
小
計

9
,6

1
2
,0

0
0
小
計

0

日
本
遺
産
語
り
部
・
子
ど
も
語
り
部
育
成
事
業

2
,2

7
1
,7

8
0
御
食
国
若
狭
と
鯖
街
道
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
育
成
事
業

1
4
7
,3

6
0
日
本
遺
産
英
語
語
り
部
活
用
事
業

8
3
,6

8
0

小
計

2
,2

7
1
,7

8
0
小
計

1
4
7
,3

6
0
小
計

8
3
,6

8
0

日
本
遺
産
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

2
,2

0
0
,0

2
5
日
本
遺
産
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
事
業

1
,1

4
6
,7

6
0
日
本
遺
産
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
事
業

1
,2

6
8
,2

0
0

日
本
遺
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

7
3
1
,4

0
3
日
本
遺
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
事
業

5
9
6
,0

3
7
王
の
舞
公
開
事
業

6
0
7
,5

8
5

日
本
遺
産
Ｄ
Ｅ
日
本
遺
産
　
旭
座
　
六
斎
念
仏
フ
ェ
ス
の
開
催

7
5
3
,1

1
8
鯖
街
道
終
点
「
京
都
」
で
の
情
報
発
信
事
業

7
,4

9
1
,9

6
0

日
本
遺
産
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
実
施
事
業

2
,2

4
1
,0

0
0

小
計

2
,9

3
1
,4

2
8
小
計

4
,7

3
6
,9

1
5
小
計

9
,3

6
7
,7

4
5

小
計

0
小
計

0
小
計

0

若
狭
歴
史
博
物
館
等
ガ
イ
ダ
ン
ス
展
示
整
備

1
,3

4
9
,4

0
0
道
の
駅
若
狭
熊
川
宿
資
料
館
ガ
イ
ダ
ン
ス
展
示
整
備
事
業

8
,5

3
2
,0

0
0

日
本
遺
産
構
成
文
化
財
説
明
板
の
設
置

4
,2

3
7
,9

2
0
鯖
街
道
針
畑
越
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
整
備
事
業

5
,4

9
5
,0

4
0

小
計

5
,5

8
7
,3

2
0
小
計

1
4
,0

2
7
,0

4
0
小
計

0

事
務
経
費

2
9
3
,6

0
5
事
務
経
費

4
1
2
,8

8
9
事
務
経
費

5
4
8
,5

7
5

事
業
費

3
6
,6

1
9
,6

0
5
事
業
費

2
8
,9

3
6
,2

0
4
事
業
費

1
0
,0

0
0
,0

0
0

自
己
負
担
額

6
0
5
自
己
負
担
額

1
,2

0
4
自
己
負
担
額

補
助
額

3
6
,6

1
9
,0

0
0
補
助
額

2
8
,9

3
5
,0

0
0
補
助
額

1
0
,0

0
0
,0

0
0

（
そ
の
他
経
費
）

（
そ
の
他
経
費
）

（
そ
の
他
経
費
）

（
調
査
研
究
）

（
調
査
研
究
）

（
調
査
研
究
）

（
公
開
活
用
の
た
め
の
整
備
）

（
公
開
活
用
の
た
め
の
整
備
）

（
公
開
活
用
の
た
め
の
整
備
）

（
人
材
育
成
）

（
人
材
育
成
）

（
人
材
育
成
）

（
普
及
啓
発
）

（
普
及
啓
発
）

（
普
及
啓
発
）

０
５
．
海
と
都
を
つ
な
ぐ
若
狭
の
往
来
文
化
遺
産
群
～
御
食
国
若
狭
と
鯖
街
道
～

平
成
２
７
年
度

平
成
２
８
年
度

平
成
２
９
年
度

（
情
報
発
信
）

（
情
報
発
信
）

（
情
報
発
信
）



日本遺産魅力発信推進事業以外の事業実績・予定



ま
ち
な
か
ま
る
ご
と
テ
ー
マ
パ
ー
ク
事
業

2
3
,4
8
2
,7
5
8

「
鯖
復
活
」
プ
レ
ミ
ア
ム
養
殖
拡
大
事
業

「
鯖
復
活
」
プ
レ
ミ
ア
ム
養
殖
拡
大
事
業

町
歩
き
循
環
バ
ス
運
行
・
町
歩
き
ア
プ
リ
・
文
化
遺
産
ア
ー
カ
イ
ブ

鯖
の
養
殖
事
業

鯖
の
養
殖
事
業

地
域
経
済
循
環
創
造
事
業

5
0
,0
0
0
,0
0
0

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

鯖
街
道
賑
わ
い
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

鯖
街
道
起
点
観
光
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

街
路
整
備
・
無
電
柱
化

鯖
街
道
終
点
京
都
で
の
情
報
発
信
・
販
路
拡
大

観
光
庁

地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
地
魅
力
塑
創
造
事
業

2
0
,0
0
0
,0
0
0

鯖
街
道
賑
わ
い
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

海
の
駅
賑
わ
い
創
出
事
業

(お
ば
ま
観
光
局
)
滞
在
型
観
光
の
人
材
育
成

鯖
街
道
終
点
京
都
で
の
情
報
発
信
・
販
路
拡
大

全
国
鯖
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
修
理
事
業

1
8
,4
7
4
,0
0
0

地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
地
魅
力
塑
創
造
事
業

地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
地
魅
力
塑
創
造
事
業

小
浜
西
組
重
伝
建
地
区
の
町
並
み
整
備

滞
在
型
観
光
の
人
材
育
成

滞
在
型
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
と
発
信

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

2
9
9
,4
7
3
,7
2
0

海
の
駅
賑
わ
い
創
出
事
業

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
修
理
事
業

街
路
整
備
・
ま
ち
の
駅
整
備

全
国
鯖
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

小
浜
西
組
重
伝
建
地
区
の
町
並
み
整
備

ふ
る
さ
と
茶
屋
整
備
事
業

6
,0
0
0
,0
0
0

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
修
理
事
業

旭
座
大
入
り
事
業

鯖
街
道
沿
線
の
古
民
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

小
浜
西
組
重
伝
建
地
区
の
町
並
み
整
備

日
本
遺
産
「
旭
座
」
の
活
用
事
業

食
の
ま
ち
づ
く
り
N
E
X
T
ス
テ
ー
ジ
P
J

旭
座
賑
わ
い
創
出
事
業

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業

映
像
作
成
・
鯖
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

日
本
遺
産
「
旭
座
」
の
活
用
事
業

街
路
整
備
・
無
電
柱
化

若
狭
町
歴
史
環
境
講
座

1
,5
0
6
,4
7
4

ふ
る
さ
と
茶
屋
整
備
事
業

ビ
ジ
ッ
ト
O
B
A
M
A
推
進
事
業

縄
文
文
化
、
古
墳
文
化
、
三
方
五
湖
、
町
並
み
、
伝
統
文
化
関
連
講
座

鯖
街
道
沿
線
の
古
民
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
・
レ
ト
ロ
バ
ス
運
行
等

地
域
の
文
化
遺
産
次
世
代
継
承
事
業

7
1
8
,6
2
0

若
狭
町
歴
史
環
境
講
座

若
狭
町
歴
史
環
境
講
座

ｼﾝ
ﾎﾟ
ｼﾞ
ｳﾑ
開
催
(戸

祝
い
、
ｷﾂ
ﾈ
ｶ
ﾞﾘ
)他

縄
文
文
化
、
古
墳
文
化
、
三
方
五
湖
、
町
並
み
、
伝
統
文
化
関
連
講
座

縄
文
文
化
、
古
墳
文
化
、
三
方
五
湖
、
町
並
み
、
伝
統
文
化
関
連
講
座

若
狭
町
古
墳
史
跡
整
備
事
業

1
6
4
,8
8
0

地
域
の
文
化
遺
産
次
世
代
継
承
事
業

地
域
の
文
化
遺
産
次
世
代
継
承
事
業

古
墳
史
跡
整
備
準
備
委
員
会
の
開
催
他

伝
統
文
化
調
査
事
業
［
王
の
舞
］
他

伝
統
文
化
調
査
事
業
［
王
の
舞
］
他

熊
川
い
っ
ぷ
く
時
代
村

3
,6
0
1
,1
6
8

若
狭
町
古
墳
史
跡
整
備
事
業

若
狭
町
古
墳
史
跡
整
備
事
業

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
、
バ
ザ
ー
出
店
他

古
墳
史
跡
整
備
準
備
委
員
会
の
開
催
他

脇
袋
古
墳
群
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
他

街
か
ど
陶
の
灯
り
展

2
0
,0
0
0

熊
川
い
っ
ぷ
く
時
代
村

熊
川
い
っ
ぷ
く
時
代
村

鯖
街
道
熊
川
宿
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
、
バ
ザ
ー
出
店
他

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
、
バ
ザ
ー
出
店
他

若
狭
と
京
を
結
ぶ
鯖
街
道
熊
川
宿
生
き
活
き
P
ro
je
c
t

街
か
ど
陶
の
灯
り
展

街
か
ど
陶
の
灯
り
展

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

鯖
街
道
熊
川
宿
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

鯖
街
道
熊
川
宿
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

若
狭
と
京
を
結
ぶ
鯖
街
道
熊
川
宿
生
き
活
き
P
ro
je
c
t

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

小
計

4
7
6
,5
8
1
,8
0
4
小
計

4
8
4
,3
9
4
,6
0
7
小
計

2
5
8
,5
8
5
,4
9
0

福
井
県

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
修
理
事
業
（
若
狭
熊
川
宿
）

7
,0
0
0
,0
0
0
福
井
県

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
修
理
事
業
（
若
狭
熊
川
宿
）

4
,0
0
0
,0
0
0
福
井
県

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
修
理
事
業
（
若
狭
熊
川
宿
）

2
0
0
,0
0
0

福
井
県

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
修
理
事
業
（
小
浜
西
組
）

4
,5
8
4
,0
0
0
福
井
県

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
修
理
事
業
（
小
浜
西
組
）

2
,9
6
3
,0
0
0
福
井
県

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
修
理
事
業
（
小
浜
西
組
）

1
1
,4
9
5
,0
0
0

福
井
県

日
本
遺
産
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
強
化
事
業

1
0
,0
0
0
,0
0
0
福
井
県

若
狭
歴
史
博
物
館
に
お
け
る
日
本
遺
産
テ
ー
マ
展
開
催

1
,1
6
1
,0
0
0
福
井
県

若
狭
歴
史
博
物
館
に
お
け
る
日
本
遺
産
テ
ー
マ
展
開
催

1
,0
4
9
,0
0
0

福
井
県

若
狭
歴
史
博
物
館
に
お
け
る
記
念
展
開
催

3
,3
7
6
,0
0
0
福
井
県

若
狭
の
秘
仏
公
開
と
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
実
施

6
,5
1
0
,0
0
0
福
井
県

若
狭
の
秘
仏
公
開
と
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
実
施

6
,5
6
8
,0
0
0

福
井
県

若
狭
の
秘
仏
公
開
と
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
実
施

6
,6
5
2
,0
0
0
福
井
県

福
井
な
ら
で
は
の
バ
ス
ツ
ア
ー
の
実
施
（
鯖
街
道
と
秘
仏
巡
り
ツ
ア
ー
）

1
,0
0
0
,0
0
0
福
井
県

福
井
な
ら
で
は
の
バ
ス
ツ
ア
ー
の
実
施
（
鯖
街
道
と
秘
仏
巡
り
ツ
ア
ー
）

5
0
0
,0
0
0

福
井
県

福
井
な
ら
で
は
の
バ
ス
ツ
ア
ー
の
実
施
（
鯖
街
道
と
秘
仏
巡
り
ツ
ア
ー
）

1
,8
7
8
,0
0
0

福
井
県

福
井
・
滋
賀
・
京
都
3
府
県
連
携
観
光
促
進
事
業

1
,0
0
0
,0
0
0

小
浜
市

日
本
遺
産
推
進
事
業
(の

ぼ
り
・
ポ
ス
タ
ー
等
)

1
,0
5
5
,7
8
4
小
浜
市

魅
力
発
信
投
資
呼
び
込
み
P
J（

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）

3
,1
2
8
,3
2
0
小
浜
市

日
本
遺
産
推
進
事
業

1
,4
4
2
,0
0
0

小
浜
市

日
本
遺
産
秘
仏
め
ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー

1
,9
1
3
,5
2
8
小
浜
市

日
本
遺
産
推
進
事
業

1
,4
4
6
,2
8
5
小
浜
市

魅
力
発
信
投
資
呼
び
込
み
P
J（

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
）

5
,8
0
0
,0
0
0

小
浜
市

古
民
家
宿
泊
所
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業

1
0
,0
0
0
,0
0
0

小
浜
市

日
本
遺
産
秘
仏
め
ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー

2
,1
5
2
,3
3
5

小
計

3
6
,4
5
9
,3
1
2
小
計

3
2
,3
6
0
,9
4
0
小
計

2
8
,0
5
4
,0
0
0

合
計
額

5
1
3
,0
4
1
,1
1
6
合
計
額

5
1
6
,7
5
5
,5
4
7
合
計
額

2
8
6
,6
3
9
,4
9
0

若
狭
町

熊
川
地
域
づ
く
り
協
議
会

文
化
庁

総
務
省

総
務
省

文
化
庁

文
化
庁

福
井
県

国
交
省

若
狭
町

内
閣
府

4
0
,0
0
0
,0
0
0

（
自
主
事
業
）

（
自
主
事
業
）

（
自
主
事
業
）

若
狭
町

3
,4
9
0
,2
0
8
若
狭
町

3
,6
4
0
,0
0
0

内
閣
府

3
4
,6
8
5
,5
3
7

熊
川
地
域
づ
く
り
協
議
会

2
0
,0
0
0

熊
川
地
域
づ
く
り
協
議
会

2
0
,0
0
0

文
化
庁

1
,0
8
0
,0
4
0
文
化
庁

3
,3
2
7
,4
9
0

文
化
庁

1
2
5
,9
0
0
文
化
庁

3
,0
0
0
,0
0
0

福
井
県

9
,0
0
0
,0
0
0
総
務
省

1
3
,6
1
1
,0
0
0

若
狭
町

1
,0
0
2
,4
4
5
若
狭
町

1
,0
0
7
,0
0
0

文
化
庁

1
1
,8
0
4
,0
0
0
総
務
省

8
,0
0
0
,0
0
0

福
井
県

1
8
,4
5
4
,6
4
7
総
務
省

7
,5
5
0
,0
3
2
国
交
省

1
3
2
,0
0
0
,0
0
0

観
光
庁

（
お
ば
ま
観
光
局
）

2
0
,0
0
0
,0
0
0
観
光
庁

(お
ば
ま
観
光
局
)

1
5
,0
0
0
,0
0
0

総
務
省

3
,7
4
5
,0
0
0
文
化
庁

4
5
,9
8
0
,0
0
0

（
補
助
事
業
）

国
交
省

3
4
5
,1
6
9
,7
9
7
総
務
省

7
,0
0
0
,0
0
0

総
務
省

9
,3
9
0
,9
1
8
総
務
省

4
,0
0
0
,0
0
0

総
務
省

０
５
．
海
と
都
を
つ
な
ぐ
若
狭
の
往
来
文
化
遺
産
群
～
御
食
国
若
狭
と
鯖
街
道
～

3
2
,0
1
6
,2
6
7
総
務
省

2
2
,0
0
0
,0
0
0

平
成
２
７
年
度

平
成
２
８
年
度

平
成
２
９
年
度

（
補
助
事
業
）

（
補
助
事
業
）



協議会構成メンバー



オブザーバー等

（オブザーバー）

・全国街道交流会議

運営方法

　協議会の円滑な運営を図るため、各構成市町（小浜市・若狭町）に分科会を設置し、協議会審

議案件についての事前審査等を行っている。

５．小浜市・若狭町日本遺産活用推進協議会

構成団体

（地方公共団体）

・福井県 （文化振興課、ブランド営業課、観光振興課、生涯学習・文化財課、

　　嶺南振興局（若狭観光・地域振興室）、若狭歴史博物館）

・小浜市（食のまちづくり課、商工観光課、文化課）

・若狭町（総合戦略課、観光交流課、産業課、歴史文化課）

（民間団体等）

・若狭湾観光連盟

・小浜商工会議所

・(株)まちづくり小浜

・いずみ町商店街

・わかさ東商工会

・若狭おばま観光協会

・川崎地区活性化計画策定委員会

・ＫＩＳＵＭＯ小浜

・小浜市の歴史と文化を守る市民の会

・小浜西組町並み協議会

・遠敷丹後街道まちなみ保存推進会

・小浜地区まちづくり協議会

・鯖街道歴史研究会

・若狭三方五湖観光協会

・若狭町伝統文化保存協会

・若狭熊川宿まちづくり特別委員会

・熊川宿観光組合

・熊川宿おもてなしの会

・若狭町語り部の会

・熊川地区地域づくり協議会

・三宅地区地域づくり協議会

・熊川公民館

・三宅公民館



ストーリー名 ①-1 ①-2 ②-1 ②-2 ③ ④

1 近世日本の教育遺産群 ○ ○ ○

2 かかあ天下 ○ ○ ○ ○ ○

3 加賀前田家ゆかりの町民文化が花咲くまち高岡 ○ ○ ○ ○

4 灯（あか）り舞う半島　能登 ○ ○ ○ ○

5 海と都をつなぐ若狭の往来文化遺産群 ○ ○ ○

6 「信長公のおもてなし」が息づく戦国城下町・岐阜 ○ ○ ○

7 祈る皇女斎王のみやこ　斎宮 ○ ○ ○

8 琵琶湖とその水辺景観 ○ ○ ○ ○

9 日本茶800年の歴史散歩 ○ ○ ○

10 丹波篠山　デカンショ節 ○ ○ ○ ○ ○

11 日本国創成のとき ○ ○ ○

12 六根清浄と六感治癒の地 ○ ○ ○ ○

13 津和野今昔 ○ ○ ○ ○

14 尾道水道が紡いだ中世からの箱庭的都市 ○ ○ ○ ○

15 「四国遍路」 ○ ○ ○

16 古代日本の「西の都」 ○ ○ ○ ○ ○

17 国境の島　壱岐・対馬・五島 ○ ○ ○

18 相良７００年が生んだ保守と進取の文化 ○ ○ ○ ○ ○

19 政宗が育んだ“伊達”な文化 ○ ○ ○ ○

20 自然と信仰が息づく『生まれかわりの旅』 ○ ○ ○

21 会津の三十三観音めぐり ○ ○ ○

22 未来を拓いた「一本の水路」 ○ ○ ○ ○ ○

23 北総四都市江戸紀行・江戸を感じる北総の町並み ○ ○ ○ ○

24 江戸庶民の信仰と行楽の地 ○ ○ ○ ○ ○

25 「いざ、鎌倉」 ○ ○ ○ ○

26 「なんだ、コレは！」 ○ ○ ○ ○

27 『珠玉と歩む物語』小松 ○ ○ ○ ○

28 木曽路はすべて山の中 ○ ○ ○ ○

29 飛騨匠の技・こころ ○ ○ ○

30 『古事記』の冒頭を飾る「国生みの島・淡路」 ○ ○ ○ ○

31 森に育まれ、森を育んだ人々の暮らしとこころ ○ ○ ○

32 鯨とともに生きる ○ ○ ○ ○

33 地蔵信仰が育んだ日本最大の大山牛馬市 ○ ○ ○

34 出雲國たたら風土記 ○ ○ ○

35 鎮守府　横須賀・呉・佐世保・舞鶴 ○ ○ ○ ○

36 “日本最大の海賊”の本拠地：芸予諸島 ○ ○ ○ ○

37 日本磁器のふるさと　肥前 ○ ○ ○ ○ ○

38 江差の五月は江戸にもない ○ ○ ○ ○ ○

39 荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間 ○ ○ ○

40 サムライゆかりのシルク ○ ○ ○

41 和装文化の足元を支え続ける足袋蔵のまち行田 ○ ○ ○ ○

42 忍びの里　伊賀・甲賀 ○ ○ ○

43 300年を紡ぐ絹が織り成す丹後ちりめん回廊 ○ ○ ○

44 1400年に渡る悠久の歴史を伝える「最古の国道」 ○ ○ ○ ○

45 播但貫く、銀の馬車道 鉱石の道 ○ ○ ○

46 絶景の宝庫　和歌の浦 ○ ○ ○

47 「最初の一滴」醤油醸造の発祥の地　紀州湯浅 ○ ○ ○

48 日が沈む聖地出雲 ○ ○ ○ ○

49 一輪の綿花から始まる倉敷物語 ○ ○ ○ ○

50 きっと恋する六古窯 ○ ○ ○ ○ ○

51 森林鉄道から日本一のゆずロードへ　 ○ ○ ○

52 関門“ノスタルジック”海峡 ○ ○ ○ ○

53 米作り、二千年にわたる大地の記憶 ○ ○ ○ ○

54 やばけい遊覧 ○ ○ ○ ○

地域活性化計画指標



①－１：日本遺産を活用した集客・活性化
　　　　　観光客入込み数

①－２：日本遺産を活用した集客・活性化
　　　　　その他（宿泊者数、経済効果等）

②－１：日本遺産を核としたコミュニティの再生・活性化
　　　　　地域の文化に誇りを感じる住民の割合

②－２：日本遺産を核としたコミュニティの再生・活性化
　　　　　その他（日本遺産の認知度、協議会以外の日本遺産を活用した取組数等）

③　　：日本遺産に関する取組を行うための持続可能な体制の維持・確立
　　　　（ふるさと納税額、寄付額、開発された商品・サービス数、協力団体数等）

④　　：その他
　　　　（ガイド人数、ロゴマーク使用件数等）



認定地域指標一覧

　観光客入込み数

（１．近世日本の教育遺産群）

①日本遺産を活用した集客・活性化

32 年度 445,000 人

24 年度 48,000 人 ⇒ 平成

設定根拠： 認定地域の各構成資産の目標値の合計値

具体的な指標： 日本遺産の主な構成文化財のある施設の入館者数（弘道館，足利学校，閑谷学校，咸宜園）

目標値： 平成 26 年度 346,709 人 ⇒ 平成

H32

目標値 368,000 383,000 398,000 414,000 430,000 445,000

年度 H27 H28 H29 H30 H31

H32

目標値 76,000 85,000 94,000 104,000 113,000 122,000

年度 H27 H28 H29 H30 H31

実績値 380,356 426,382

32 年度 122,000 人

設定根拠：
第３次水戸市観光基本計画で平成35年度の目標値（15万人）を示しており、毎年度、9,273人の増加数を
見込んで設定（平成26年度実績：61,695人）。

具体的な指標： 弘道館における入館者数

目標値： 平成

実績値 80,506 95,184

32 年度 198,000 人

設定根拠： 平成25年度～平成26年度の伸び率0.6％に対し、毎年度、対前年度比で約2％の伸び率を設定。

具体的な指標： 史跡足利学校参観者数

目標値： 平成 26 年度 175,681 人 ⇒ 平成

年度 89,804 人 ⇒ 平成

H32

目標値 179,000 183,000 186,000 190,000 194,000 198,000

年度 H27 H28 H29 H30 H31

H32

目標値 92,000 93,000 95,000 97,000 99,000 101,000

年度 H27 H28 H29 H30 H31

実績値 185,528 215,738

32 年度 101,000 人

設定根拠： 平成20年度～平成26年度の合計伸び率△45％に対し、毎年度、対前年度比で約2％の伸び率を設定。

具体的な指標： 特別史跡旧閑谷学校の入場者数

目標値： 平成 26

実績値 92,957 88,648

32 年度 24,000 人

設定根拠：
第６次日田市総合計画で平成31年度の目標値（24千人）と平成39年度の目標値（25千人）を示しており、
毎年度平成31年度までは660人、それ以降は125人の増加数を見込んで設定（平成26年度実績：19,529
人）。

具体的な指標： 史跡咸宜園跡の利用者数

目標値： 平成 27 年度 21,365 人 ⇒ 平成

H32

目標値 21,365 22,000 23,000 23,000 24,000 24,000

年度 H27 H28 H29 H30 H31

 実績値 21,365 26,812



（３．加賀前田家ゆかりの町民文化が花咲くまち高岡）

具体的な指標：

高岡市宿泊者数

認定地域指標一覧

①日本遺産を活用した集客・活性化

　その他

（８．琵琶湖とその水辺景観）

目標値：

（２．かかあ天下）

具体的な指標：

年度

設定根拠：

H32H27 H28 H29 H30 H31

目標値

高岡市観光推進ビジョンで設定している、対前年度比で平成27年は5％、平成28年は3％、平成29年は10％
（新規ホテルの立地）、それ以降は3％の伸び率に基づき設定。

286,400

80 件平成 26 年度 65

231,300 238,300 262,100 270,000 278,100

目標値

年度

設定根拠： 平成25年度～平成26年度の増加数98,000人に対し、毎年度、10万人の増加数の達成を設定。

実績値

関係７市の宿泊者数

目標値： 平成 26

実績値

件 ⇒ 平成

H30 H31

79 76

具体的な指標： 空き家提供者と希望者のマッチング事業による定住件数

目標値：

実績値

（１０．丹波篠山　デカンショ節）

32 年度

目標値

年度 H32

70 70 70 80 80 80

H27 H28 H29

設定根拠： 第2次篠山市総合計画の目標値（平成27年度：70件、平成30年度：80件）に基づき設定。

年度 275 万人 ⇒ 平成 32 年度 330 万人

実績値 408 17,775

H32

目標値 － 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000

年度 H27 H28 H29 H30 H31

32 年度 30,000 件

設定根拠：
平成28年度までに10,000件のアクセス件数の獲得を行い、その後、毎年度、5,000件の増加数の達成を設
定。

具体的な指標： 日本遺産「かかあ天下－ぐんまの絹物語－」ホームページアクセス数

目標値： 平成 28 年度 10,000 件 ⇒ 平成

32 年 286,400 人平成 26 年 220,379 人 ⇒ 平成

280 290 300 310 320 330

309
300

(速報値非公表)

H30 H31 H32H27 H28 H29

256,806 253,906



実績値

（２．かかあ天下）

認定地域指標一覧

②日本遺産を核としたコミュニティの再生・活性化

　地域の文化に誇りを感じる住民の割合

（１．近世日本の教育遺産群）

具体的な指標：
水戸市における市民向けの出前講座や文化財を巡るツアーの参加者に対するアンケートで地域の文化財に
誇りを感じる市民の割合

目標値： 平成 29 年度 100 ％ ⇒ 平成

H32

目標値 － － 100 101 103 105

年度 H27 H28 H29 H30 H31

32 年度 105 ％

設定根拠： 平成29年度を基準とし、平成32年度までに5％の伸び率の達成を設定。

実績値 － －

32 年度 105 ％

設定根拠： 平成29年度を基準とし、平成32年度までに5％の伸び率の達成を設定。

具体的な指標：
足利市における市民向け学習講座・講演会等におけるアンケート調査の「日本遺産足利学校など郷土の歴
史や文化に誇りを感じる人」の割合

目標値： 平成 29 年度 100 ％ ⇒ 平成

年度 2.70 点 ⇒ 平成

H32

目標値 － － 100 101 103 105

年度 H27 H28 H29 H30 H31

H32

目標値 2.70 2.75 2.81 2.86 2.92 2.97

年度 H27 H28 H29 H30 H31

実績値 － －

32 年度 2.97 点

設定根拠： 平成27年の満足度に対し、1.1倍の上昇を設定

具体的な指標： 備前市市民意識調査の「歴史文化の活用と伝統文化の継承」の満足度（満足：5点～わからない：0点）

目標値： 平成 27

実績値 2.70
(H27年より隔年

で調査）

32 年度 105 ％

設定根拠： 平成29年度を基準とし、平成32年度までに5％の伸び率の達成を設定。

具体的な指標：
日田市における市民向け学習講座・講演会等におけるアンケート調査の「咸宜園や豆田町など地域文化に
誇りを感じる市民」の割合

目標値： 平成 29 年度 100 ％ ⇒ 平成

H32

目標値 － － 100 101 103 105

年度 H27 H28 H29 H30 H31

実績値 － －

具体的な指標： 群馬県のことを県外の人に自慢することができる県民の割合

目標値： 平成 26 年度 67.6 ％ ⇒ 平成

－ 44.8

H32

目標値 70.0 72.5 75.0 77.5 80.0 82.5

年度 H27 H28 H29 H30 H31

32 年度 82.5 ％

設定根拠：
群馬県第15次総合計画で平成31年度の目標値（80.0％）を示しており、毎年度、2.5％の伸び率を見込ん
で設定。



（１２．六根清浄と六感治癒の地）

32 年度 30 回

設定根拠：
三朝町まち・ひと・しごと創生総合戦略により、平成31年度までに30回と設定しており、その後回数を維
持する。

具体的な指標： ふるさとを学ぶ機会の提供回数

目標値： 平成 26 年度

認定地域指標一覧

②日本遺産を核としたコミュニティの再生・活性化

　その他

実績値

（１０．丹波篠山　デカンショ節）

具体的な指標：

32 年度 100 ％

全児童のうち「市長の学校訪問」で日本遺産に関する授業を受けた児童の割合

目標値：

目標値

市内の小・中学校、特別支援学校（20校）を6年間で全校・全学年訪問し、平成32年度には市内の全児童
が日本遺産の授業を受けることを想定した数値。

年度

設定根拠： 平成26年度を基準とし、毎年度、600人の増加数の達成を設定。

実績値

目標値：

具体的な指標： 住民主体で実施する事業の参加者数

年度 7,900 人平成 26 年度 4,300 人 ⇒ 平成 32

H32H27 H28 H29 H30

H32

目標値 86

実績値

H31

90 93 97 100 100

H27 H28

年度

4,900 5,500 6,100 6,700 7,300 7,900目標値

100 ％平成 26

年度

目標値：

具体的な指標：

32 年度

H29 H30 H31

設定根拠：

4,450 4,710

三朝町まち・ひと・しごと創生総合戦略により、平成31年度までに全児童・生徒が参加することを設定。

年度 83

地域の行事に参加する児童・生徒の割合

％ ⇒ 平成

79 74

設定根拠：

平成 27 年度 17 ％ ⇒

17 35

平成

H32

17 33 50 67 83 100

H27 H28 H29 H30 H31

18 回 ⇒ 平成

実績値 57 58

H32

目標値 20 23 25 28 30 30

年度 H27 H28 H29 H30 H31



10 10 10 10

H27 H28

日本遺産関連で開発された商品・サービス数

H29

実績値

H30 H31年度

目標値

7 10

32 年 10 件平成 26 年 0 件 ⇒ 平成

目標値：

（２．かかあ天下）

認定地域指標一覧

③日本遺産の関する取組を行うための持続可能な体制の維持・確立

（１．近世日本の教育遺産群）

設定根拠：

目標値

実績値

年度

設定根拠： 平成28年度を基準とし、毎年度、維持することを設定。

目標値：

具体的な指標：

33 40

H32

33 40

（３．加賀前田家ゆかりの町民文化が花咲くまち高岡）

32 年度 4 団体

設定根拠： 平成32年度まで各市で１団体以上の協力を得ることを設定

具体的な指標： 日本遺産での観光振興に携わる民間団体数

目標値： 平成 27 年度 0 団体 ⇒ 平成

0 件 ⇒ 平成

H32

目標値 － － 1 2 3 4

年度 H27 H28 H29 H30 H31

H32

目標値 1 2 3 4 5 6

年度 H27 H28 H29 H30 H31

実績値 0 0

32 年度 6 件

設定根拠： 認定後、1年あたり1件ずつ増加することを目標値と設定

具体的な指標： 日本遺産関連で開発された商品やサービス数

目標値： 平成 26 年度

32 年度 80 回

平成27年度を基準とし、毎年度、10回の増加数の達成を設定。

具体的な指標：
県民・ボランティア団体（世界遺産・日本遺産等の普及・解説を目的とした団体）との協働活動回数（年
間）

平成 27 年度 33 回 ⇒ 平成

実績値 3 3

50 60 70 80

H27 H28 H29 H30 H31

H32

－ 10



（１８．相良７００年が生んだ保守と進取の文化）

認定地域指標一覧

④その他

年度 H32

目標値：

目標値 189 189 189 189 189 189

H27 H28 H29 H30

平成 26 年度 189 件 ⇒ 平成 32

H31

実績値 117 127

設定根拠： 平成26年度に実施された数と同数

具体的な指標： その年に実施されたキリコ祭りの祭礼数

年度 189 件

平成26年度を基準とし、平成32年度までに20％の伸び率の達成を設定。

H32

目標値 120 124 127 131 135 139

年度 H27 H28 H29 H30 H31

実績値 189 188

（２．かかあ天下）

（４．灯（あか）り舞う半島　能登）

具体的な指標： 構成文化財を所有する各市町村のガイド人数

目標値： 平成 26 年度 116 人 ⇒ 平成 32 年度 139 人

設定根拠：

実績値 463 338

具体的な指標： キリコ担ぎあげ体験者数

目標値： 平成 27 年度 463 人 ⇒ 平成 32 年度 463 人

設定根拠：
平成27年度は新幹線開業により多くの体験者があったため、平成27年度を基準とし、その後は、維持する
ことを設定（平成26年度：106人）。

H32

目標値 463 463 463 463 463 463

年度 H27 H28 H29 H30 H31

82

具体的な指標： 日本遺産ロゴ、日本遺産人吉球磨のロゴの活用申請数の累計（自治体・協議会構成団体以外）

目標値： 平成 26 年度 0 件 ⇒ 平成 32 年度 280 件

設定根拠： 平成27年度～平成28年度は40件、平成29年度は80件、その後は毎年40件の申請の達成を設定

H32

目標値 40 80 160 200 240 280

年度 H27 H28 H29 H30 H31

実績値 49


